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1. はじめに 

本報告書は、「匝瑳市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」に基づき、区域の温室効果ガス排

出量の把握および計画全体の目標に対する達成状況と課題の評価を実施し、その結果をとりまとめた

ものである。特に、2022 年度以降の排出量動向を報告する。 

本計画では、2013 年度を基準年度、2030 年度を目標年度とし、2030 年度における温室効果ガス排

出量を 2013 年度比で 46％削減することを目標としている。また、2050 年までに温室効果ガスの排出を

全体としてゼロにする「ゼロカーボンシティ」の実現を目指している。 

2. 温室効果ガス排出量の推移 

2.1 全体の排出量推移 
本市における温室効果ガス排出量は、2013 年度の 292 千 t-CO2 から 2022 年度には 232 千 t-CO2

へと約 20.7％減少したが、2021 年度と比べてほぼ横ばいだった。全国レベルでは、2022 年度の温室

効果ガス排出量は 2013 年度比で 19.3％減少となっており、本市も同様の傾向にあると考えられる。 

以下の表および図に、各部門・分野の排出量推移および 2030 年度削減目標を示す。なお、2022 年

度の値は、自治体排出量カルテの最新データ(産業部門以外)による推計値であり、産業部門について

は都道府県別のエネルギー消費統計に対して業種別の生産額を踏まえた推計値である。 

表 1: 匝瑳市の温室効果ガス(CO2)の排出量 

 



 

図 1: 匝瑳市の温室効果ガス(CO2)排出量(基準年、実績、目標) 

 

図 2: 匝瑳市内の温室効果ガス(CO2)排出量および削減率の推移 

2.2 部門別の評価 

① 産業部門 

産業部門は、2013 年度(基準年度)比で 2022 年度は約 13％の排出削減を達成した。農林水産業は



約 12％の減少に対して、製造業は 7.7%の減少にとどまっている。2030 年度目標の達成には、製造業に

おける更なる省エネ化と再生可能エネルギーの活用が不可欠である。 

② 民生部門（業務その他・家庭） 

業務その他部門は 38.1％の削減を達成しており、電力の排出係数の低下や省エネ設備の普及が寄

与している一方、家庭部門は 22.4%の削減と前年度よりも CO2 排出量が増加したため、家庭部門での

省エネ家電の普及などの対策が急務である。また、脱炭素先行地域事業では、2030 年度までに先行

地域内の民生部門の電力消費に伴う CO2 排出量実質ゼロを目指しており、その達成がカギとなる。 

③ 運輸部門 

運輸部門全体では 15.0％の削減で前年度から横ばいであり、貨物自動車は 10.2％減、旅客自動車

が 19.8％減となっている。電気自動車（EV）などの普及促進が今後の重要課題である。 

④ 廃棄物分野 

廃棄物分野は、プラスチックなどごみ焼却量の増加により、8％の増加となっている。リサイクルの促進

および分別回収の強化が必要である。 


